
 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

    

  

 

 

 

 

 

 

  

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 
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お知らせ：当院では、いつもご来院されている皆さんへ、生活にお役に立てていただけるよう

な耳寄りな情報や、当院のお知らせなどをご案内いたします。 

お時間がある時にでも、お気軽にご覧いただき、お楽しみくださいね。 

どうぞよろしくお願いいたします。             院長○○ ○○ 
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WITH通信  

November 

 

文化の日(3 日)、振替休日(4 日)、勤労感謝の日(23 日) 

 

発行／ WITH治療院 

住所：〒542-0062 大阪府大阪市中央区上本町西5-2-7Mido上本町BLD502  

ＴＥＬ：06-4304-0255  Ｅメール：with.uehonmachi@gmail.com 

 

 

 こんにちは！院長の金子です。皆さん、いかがお過ごしでしょうか・・・11月に入って、肌寒くなり昼

夜の寒暖差も大きくなってきましたね。紅葉も各地で見ごろを迎えていますのでお出かけされる際は、く

れぐれも体調を崩さないよう、お気を付けくださいね。 

 さて、11月は七五三の季節ですね。鮮やかな着物を身にまとい、普段以上に可愛らしくおめかしをした

子供たちが、千歳飴を持って嬉しそうにしている姿を見る機会もあるのではないでしょうか。そもそも七

五三は、平安時代からあったと言われています。平安貴族の暮らしは非常に優雅で、髪を洗う、髪を切る、

黛を描くなどすべての行為において儀式めいた工夫を取り入れていました。その中の、特に子どものため

の行事である以下の３つが七五三の由来だとされています。 

「髪置きの儀」（３歳）…健康な髪が生えるよう一度髪をそり落とす。「袴着の儀」（５歳）…男の子が初め

て袴を着ける。「帯解きの儀」（７歳）…女の子が帯を着ける、という意味があり、髪置きの儀は男女関係

なく行われていたので、男女ともにお祝いすることになっていますが、関東では女の子のみに行われると

ころが多いようです。七五三が庶民にまで広まったのは江戸時代とされ、今のような形に落ち着いたのは

大正時代に入ってから。また、なぜ 11月15日前後に神社を参拝することになったのかはいろいろな説

があり、収穫も終わり一息ついたところで、大安吉日に氏神さまに豊作を喜ぶ参拝をしたことから始まっ

たという説、将軍家の吉日だったという説などがあり、はっきりとはわかっていないようです。 

 近頃では写真館で、七五三の記念写真を残しているご家庭も多いのではないでしょうか。そういう“成

長の記録”の思い出を、大人になってから家族で見返したりするのもいいものですね・・・。 
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※吹き出しは、枠に入れて頂いた画像やお写真に合

った先生やスタッフさんのメッセージを例のよ

うに書いて頂けるスペースとなっています。 

例)旅行に行ってきました！！ 

例)はじめまして！！ 

新スタッフの○○です。 

 

※枠の中には、各イベントなどの写真画像を入れたり、

お写真を直接貼って頂いたり、ご自由に編集可能と

なっております。 

 

「吹き出し」や「枠」「矢印」は、拡大・縮小、移動、

コピーが出来ます。 
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